
【開演】 ● 3日 11：00／15：00　● 4日 13：00（開場：開演の30分前）

【料金】● 3日前売 2800円 当日3300円　 ● 4日前売 1800円 当日2300円

ひとみ座第１スタジオ（川崎市中原区）

お申し込み   チケットぴあ　TEL0570-02-9999　Pコード492905　URL t.pia.jp
　　　　　   現代人形劇センター TEL044-777-2228  E-mail ticket@puppet.or.jp

＊チケットはモトスミ・ブレーメン通り商店街事務所でも取り扱っております。TEL 044-422-3626

お問い合わせ  （公財）現代人形劇センター　
　　　　　　　TEL 044-777-2228  FAX 044-777-3570 
　　　　　　　E-mail asia@puppet.or.jp　URL www.puppet.or.jp

乙女   文楽お と め ぶ ん ら く

川崎市地域文化財
認定記念

第 9 回 公演
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主催：（公財）現代人形劇センター　
後援：神奈川県／川崎市／川崎市教育委員会／（公財）川崎市文化財団
　　   （公財）かわさき市民活動センター／（公財）川崎市国際交流協会
　　   （公財）日本伝統文化振興財団／ NPO法人日本ウニマ（国際人形劇連盟）
　　   川崎商工会議所　
協力：森とせせらぎネット／井田中ノ町商栄会／モトスミ・ブレーメン通り商店街振興組合
　　  モトスミ・オズ通り商店街／ 川崎市民俗芸能保存協会

5月3日 　｠  ・5月4日金・祝 土・祝

2019年



● 東急東横線「元住吉駅」東口より約10分
   【井田営業所行】【新城行】【蟹ヶ谷行】

● JR南武線「武蔵新城駅」南口より約15分
    【井田営業所行】 【井田病院行】【川崎駅西口行】 【元住吉行】

●JR南武線・東急東横線「武蔵小杉駅」東口より約15分
   【井田営業所行】【蟹ヶ谷行】

会場アクセス

会場：ひとみ座第１スタジオ 神奈川県川崎市中原区井田 3-10 -31

＊ お車でのご来場はご遠慮ください。

＊ 車椅子でのご観劇は、
　 事前にお知らせください。
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● 東急東横線  「日吉駅」より約10分 

● 東急東横線「元住吉駅」西口より25分　 
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 「井田営業所」下車徒歩1分
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「文楽」はユネスコの「無形文化遺産」にも登録され
た日本を代表する伝統人形芝居。１体の人形を３人
で操ることで、感情やしぐさを繊細に表現します。
それに対し「乙女文楽」は、１人の人形遣いによって
演じられます。大正末から昭和初期に文楽の人
形遣い五世桐竹門造らによって誕生し、１人で遣
うために、人形の仕組みと操り方にさまざまな工
夫がなされています。女性ばかりで演じられる華
やかな舞台もみどころです。

乙女文楽とは？
「乙女文楽教室」修了生の上演

ひとみ座乙女文楽
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創始者桐竹門造の直弟子である故・桐竹智恵子
に1967年から教えを受け、翌68年に初公演。
以来50年にわたって、国内はもとより世界各地
で公演し、近年は地域に根ざしたさまざまな普
及活動にも力をいれています。智恵子師亡き後
は2010年より文楽の桐竹勘十郎師に指導をあ
おいでいます。メンバーは人形劇団ひとみ座の
女性演技者です。2018昨年秋には川崎市より
〈川崎市地域文化財〉に認定されました。今回は
それを記念しての公演となります。

ひとみ座乙女文楽では、2008年から毎年地域の
子ども達に向けて「乙女文楽教室」を開催してき
ました。しだいに継続する受講生も増え、修了
後は地域イベントにも出演しています。
４日の「傾城阿波の鳴門」は、そうして成長した
大学生と高校生が、初めて長時間の本格的な上
演に挑戦します。また口開けの「二人三番叟」は、
ひとみ座の教室主任講師が務めます。

2019年 10月12日 (土 )　国立劇場小劇場　～第４回　女性による伝統芸能の伝承  乙女文楽～
演目「二人三番叟」、「本朝廿四孝」、「近頃河原の達引」　主催：（公財）松尾芸能振興財団
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■ 東京公演のお知らせ ■ 

特別企画（4日）
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